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平
成
24
年
第
５
回
定
例
市
議
会
は
、
昨
年
11
月
28
日
に

招
集
さ
れ
、
12
月
21
日
に
24
日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。 

　
こ
の
定
例
市
議
会
で
は
、
総
合
計
画
の
策
定
に
伴
い
、

平
成
25
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
展
望
し
た
第
５
次
川
西
市

総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
案
を
は
じ
め
、
私
立
幼
稚
園

の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
対
す
る
補
助
金
の

ほ
か
、
幼
児
期
の
体
力
向
上
を
図
る
た
め
の
事
業
費
や

小
・
中
学
校
５
校
の
耐
震
補
強
工
事
費
の
予
算
化
に
よ
る

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
合
計
21
の
案
件
を
審
議
し

ま
し
た
。 

1

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
心
新
た
に
、
す
が

す
が
し
く
初
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
わ
が
国
で
は
、
昨
年
末
に

政
権
交
代
が
な
さ
れ
、
現
下

の
課
題
で
あ
る
景
気
対
策
や

教
育
施
策
へ
の
取
り
組
み
の

ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
推
進
な
ど
に
対
し
、

政
策
転
換
を
図
ろ
う
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

４
月
か
ら
、
向
こ
う
10
年
間

に
お
け
る
将
来
像
や
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
が
示

さ
れ
た
、
第
５
次
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。 

　
こ
の
総
合
計
画
を
構
成
す

る
も
の
に
は
、
新
た
に
、
地

域
住
民
に
よ
る
地
域
の
あ
り

た
い
姿
を
掲
げ
た
「
地
域
別

構
想
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
は
、
一
定
の
権
限
や
財

源
を
地
域
に
移
譲
し
、
地
域

の
特
性
や
多
様
性
を
尊
重
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
民
自
治
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
の
幸
せ
の
実
現
を
目
指
そ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
市

政
の
監
視
機
能
な
ど
、
そ
の

役
割
を
精
一
杯
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
こ
の
１
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。 
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第
５
回
市
議
会
（
定
例
会
）
日
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第1日（11月28日） 
○会期の決定 
○平成24年度一般会計補正予算〔１議案〕⇒表決 
○教育委員会委員の選任〔１議案〕⇒表決 
○総合計画基本構想の策定など〔16議案〕⇒市長
提案説明 
○市議会会議規則の一部改正など〔２議案〕⇒提
案説明・質疑・討論・表決 

〈議　案　熟　読〉 
第2日（12月5日） 
○総合計画基本構想の策定など〔16議案〕⇒質疑・
委員会付託 
○請願〔１件〕⇒委員会付託 
○一般質問 
第3日（12月6日） 
○一般質問 
第4日（12月7日） 
○一般質問 

〈常任委員会審査〉 
第5日（12月21日） 
○総合計画基本構想の策定など〔16議案〕⇒各委
員長報告・質疑・討論・表決 
○請願〔１件〕⇒委員長報告・質疑・討論・表決 
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市花りんどう 

総合計画基本構想案を可決 
２４年度一般会計補正予算（第４回）など審議 

市の将来像や方向性について論議 ～参画と協働のさらなる推進に期待～ 
　12月定例会では、総合計画基
本構想の策定を審議し、可決し
ました。 
　この基本構想は、市の将来像
や、まちづくりの方向性などを
明らかにする総合計画の策定に
当たり、これに係る目標や政策
を示すものです。 
　第５次総合計画は、平成25年
度からの10年間を期間とし、行
財政運営の指針といった役割を
果たす市の計画の最上位となる
ものです。 

　今後、新総合計画に掲げる「め
ざす都市像“であい　ふれあい
　ささえあい　輝きつなぐま
ち”」の実現に向け、参画と協
働による市政運営がなされるよ
う期待します。 
　また、この定例会では、「平成
24年度一般会計補正予算（第４
回）」についても審議しています。 
　この補正の主な内容は、私立
美山幼稚園が幼保連携型の認定
こども園に移行することから、
施設の改修費用を支援する補助

金のほか、幼児期における運動
促進の研究に関し、文部科学省
からの委託を受け、市立幼稚園
で幼児期の体力向上を図るため
の事業費や、国の東日本大震災復
興特別会計を活用し、久代小、明
峰小、陽明小、清和台南小、川西中
の５校における耐震補強工事費
を予算化しようとするものです。 
　この補正予算案の審査を付託
された常任委員会では、各事業
の実施内容など、詳細について
論議が交わされました。 

12月定例会 12月定例会 



要旨 
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議員　東日本大震災では、情報提供
や避難などの対応が不十分だったた
め、援護が必要な高齢者や障がい者
に多くの犠牲者が出たところである。
　本市では、本人の希望や同意に基
づき、災害時要援護者の名簿作成が
行われているが、この取り組み状況
に加え、災害時における支援策につ
いて伺いたい。
総務部長　24年11月時点で、要援護
者の名簿が作成されているのは、市
内14の地区福祉委員会に対し、13地
区となっており、登録者数は、市が
把握する要援護者5666人のうち、約
21％の1223人にとどまっている。

　このような登録率の低さには、制
度の周知不足のほか、災害時に迷惑
をかけたくないといった本人の意識
などが影響しているため、地域の防
災力向上に協力を求めるなど、地道
な説得も行いながら、登録者数を増
加していきたいと考えている。
健康福祉部長　災害時の支援として
は、自治会員や民生委員など、日ご
ろから要援護者とかかわりのある人
に安否確認を依頼しているが、その
後の避難誘導には、若い人の協力な
どが必要であると考えるため、普段
の見守りと発災時の支援を分けて検
討していく余地があると考えている。 

議員　本市は、昭和29年８月１日に
川西町、多田村、東谷村の合併とと
もに誕生しており、来る平成26年に
市制施行60周年を迎える。
　人間でいえば還暦を迎えることと
なるが、これを広く市民に伝え、市
民参加型のイベントを開催するなど、
60周年を迎えるに当たっての取り組
みについて伺いたい。
総合政策部長　本市は、昭和30年代
半ばからの人口急増に伴い、都市基
盤の整備など、住宅都市としての基
礎を築いてきたが、現在では、人口
減少や少子高齢社会を迎え、税収減
少や社会保障経費の増大など、厳し
い環境下に置かれている。
　しかし、記念すべき市制施行60周
年は、新時代を創造する契機ととら
え、市民の皆さんが英知と努力を積

み重ねた歴史を振り返り、さらなる
飛躍と発展につなげる必要があると
考えているところである。
　イベント開催などの周年記念事業
については、市民や市民公益活動団
体等との協働を模索し、さまざまな
まちづくりの主体が一体となって盛
り上げていく必要があるほか、地域
資源の情報発信を行い、地域活力の
創出やまちの魅力創造につながるよ
うな企画にしたいと考えている。 

議員　市は、限られた財源で、中央
北地区整備事業の推進に伴う公共施
設の移転や、第三セクターへの支援
のため、公共施設等再配置計画を策
定したところである。
　この計画では、アステ川西の６階
を買収し、（仮称）多機能型市民サ
ービスセンターを開設するほか、中
央北地区内に福祉や文化関連を含む

複合施設を建設しようとしているが、
事業費への対応や施設規模などにつ
いて市の見解を伺いたい。
理事　（仮称）多機能型サービスセ
ンターにおいて、生涯学習センター
や中央公民館の業務を行う部分につ
いては、施設を統合するメリットか
ら、経費を縮減できると考えており、
第２市民ギャラリーや未就学児の一
時預かりスペースの整備といった新
規拡充サービスを行う部分につい
ては、管理運営方法を工夫するこ
とで経費を圧縮するとともに、利
用者の満足度向上に努める考えで
ある。
　また、この総事業費は、地方債や
一般財源などで対応することとして
おり、中期財政収支計画の財源枠で
対応できる見込みである。
市民生活部長　複合施設に整備する
文化ホール等については、市民や利
用団体の意見を踏まえ、基本方針を
整理し、座席数や機能などについて
検討する考えである。 

議員　市が発注する委託業務につい
ては、企業が専門性を発揮し、質の
高い公共サービスが提供されるべき
であり、それには従事する労働者の
賃金や休暇などの労働条件を保障す
る必要があり、それにより地域経済
への貢献が促進されるものと考える。
　そこで、市が公契約条例を制定し、
労働者の賃金水準などの労働環境を
保障するとともに、企業や労働者の
育成を支援すべきと考えるがどうか。
総務部長　市が発注する公共事業の
従事者における労働環境の維持と向
上は、公共サービスの適正水準を確
保するために重要な要素であるが、
労働基準法や最低賃金法といった労
働環境を守る法整備については、国
が取り組むべきものと考えている。
　本市の取り組みとしては、23年度
より、施設の清掃や警備など、人件

費を中心とする業務の契約時におい
て、従事者の賃金積算の内訳書に加
え、労働関係法令の順守と労働環境
の保障を図る誓約書の提出を求めて
いるほか、24年度からは、請負契約
を対象に、従事者の社会保険の加入
や健康診断の実施の状況などに係る
労働実態の調査を行い、体制が不十
分な事業者には、是正を求める文書
を発送している。 

議員　参画と協働のまちづくりを推
進する本市では、市民や学識経験者
が市の事業を評価する公開事業レビ
ューや、担当職員が出向き、事業内
容などを市民に直接説明するまちづ
くり出前講座が実施されている。
　これらの事業は、市政への理解を
深める有効なものであると考えるこ
とから、その成果と今後の課題につ
いて伺いたい。
総合政策部長　本年度の公開事業レ
ビューの実施に当たっ
ては、これまでと違い、
市民評価者の意向に沿
って評価する事業が選
定されたほか、関係団
体の協力を得て、６人
の大学生に参加しても
らったことで、若い世
代の視点による意見が
多く出されるなど、活
発な議論が展開された
ところである。

　一方、まちづくり出前講座につい
ては、制度創設から10年を経過して
おり、23年度では、延べ4901人の参
加があったものの、開催回数や参加
者が減少傾向にあるほか、利用があ
ったのは、64種類の講座中でごみ問
題についてなど、９種類と偏りが見
受けられる。
　これら２事業については、利用者
の増加策や効率的な運営方法などを
検討していきたいと考えている。 

　一般質問は、本会議第2日から第４日までの3日間にわたり行われ、11名の議員
が、28項目について質問しました。 
　なお、当市議会では、質問方法を一括質問一括答弁方式および一問一答方式の選
択制としております。 
　ここでは、そのうち11項目について、質問と答弁の要旨を掲載しています。その
ほかの質問項目は、下段の「一般質問項目（掲載分を除く）」をご参照ください。 
　詳しい内容は、2月下旬に発行予定の会議録でご覧いただけます。会議録は、市
議会ホームページにも掲載しますので、ご利用ください。 

 
○第４回市議会臨時会（招集日） 
○議会運営委員会 
○議員協議会（監査委員の選挙） 
○第４回市議会臨時会（最終日） 
○議会運営委員会 
 
○飛行場対策周辺整備調査特別委員
会（所管事務調査について） 

○議員協議会（第５次川西市総合計
画基本構想（案）に係る市民意見等
についてなど） 

○飛行場対策周辺整備調査特別委員
会行政視察（新関西国際空港(株)・
新関西国際空港株式会社中期経営
計画の詳細な内容についてなど） 
○議会運営委員会 
○広報委員会 
○議会運営委員会 
○議員協議会（教育委員会委員の選
任について） 

○まちづくり調査特別委員会（中央北
地区整備事業の進捗状況について） 

○建設文教公企常任委員協議会（学
校耐震化・大規模改造事業におけ
るＰＦＩ手法の導入について） 
○総務生活常任委員協議会（宝塚市、
川西市及び猪名川町消防広域化協
議会の進捗状況について） 
○議員協議会（中期財政収支計画に
ついてなど） 

○第５回市議会定例会（招集日） 
○議会運営委員会 
 
○第５回市議会定例会（第２日） 
○第５回市議会定例会（第３日） 
○第５回市議会定例会（第４日） 
○建設文教公企常任委員会（所管事
務調査について） 

○飛行場対策周辺整備調査特別委員
会（伊丹空港におけるプロペラ機
枠の段階的低騒音機枠化について） 

○総務生活常任委員会 
○議員協議会（川西市参画と協働
のまちづくり推進計画（案）につ
いて） 

○厚生常任委員会 
○厚生常任委員協議会（平成24年第
３回猪名川上流広域ごみ処理施設
組合議会（臨時会）議案の報告につ
いて） 

○議員協議会（第３次川西市男女共
同参画プラン（案）についてなど） 

○建設文教公企常任委員会 
○議員協議会（川西市一般廃棄物処
理基本計画（案）についてなど） 

○建設文教公企常任委員会行政視察
（市立川西病院・緩和ケア病棟につ
いて） 

○厚生常任委員協議会（国民健康保
険税率改定について） 

○第５回市議会定例会（最終日） 
○議会運営委員会 

○議員協議会（川西市地域福祉計画
（案）についてなど） 
○飛行場対策周辺整備調査特別委員
会（所管事務調査について） 

○まちづくり調査特別委員会（所管
事務調査について） 

○新名神高速道路周辺対策特別委員
会（所管事務調査について） 

 
○議会運営委員会 
○まちづくり調査特別委員会（中央北
地区整備事業の進捗状況について） 
○建設文教公企常任委員協議会（小
学校施設耐震化・大規模改造ＰＦ
Ｉ事業について） 
○厚生常任委員協議会（病後児保育
施設等の整備について） 
○議員協議会（第５次川西市総合計
画前期基本計画（案）に係る市民意
見等についてなど） 
○広報委員会 
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公開事業レビュー 公開事業レビュー 

労働環境を守るため  労働環境を守るため  
公契約条例を制定せよ 公契約条例を制定せよ 

事業費や施設規模など方針問う 
公共施設等再配置計画 公共施設等再配置計画 

公開事業レビュー  
まちづくり出前講座 成果など聞く 
参画と協働のまちづくりへ 参画と協働のまちづくりへ 

「還暦」祝うイベントを  
市制施行60周年  市制施行60周年  

要援護者の 支援状況は  
地域の防災力向上 地域の防災力向上 

企画 
政策 
企画 
政策 

企画 
政策 
企画 
政策 

企画 
政策 
企画 
政策 

総務 総務 

災害 
対策 
災害 
対策 
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議員　24年９月、本市の市営住宅で
は、住人が62匹もの猫を飼育してい
た問題が発覚し、新聞等で報道され
たが、この解決には、市職員や関係
団体の協力を得ているところである。
　そこで、市営住宅におけるペット飼
育の現状と対策に加え、捕獲・登録等の
法整備がなされていない猫の飼育にお
ける問題解決の手段として、ガイドラ
インを策定する考えはないか伺いたい。
都市整備部長　市営住宅内のペット
飼育については、鳴き声や異臭など
に関する通報等を受けた場合には、
職員が訪問し、飼育の中止を指導し

ているが、ペットが生きがいとなっ
ている場合もあり、手放してもらう
ことが困難な状況がある。
　今後も、情報を入手した際は、早急に
飼育の中止を指導するほか、悪質な場
合には、条例に基づく、住宅の明け渡し
請求も視野に入れ、対応していきたい。
美化推進部長　兵庫県が「猫の適正
飼養管理ガイドライン」を作成する
予定であることから、これを十分研
究し、市のガイドラインも必要であ
ると判断した場合には、動物愛護セ
ンターや獣医師会などと協議し、策
定の検討をしていきたいと考える。 

議員　弥生時代の遺跡として全国的
にも有名な加茂遺跡については、周
辺の土地を買い上げるなど、市がそ
の保全に積極的に取り組んでいるが、
土地の活用策などについては、教育
委員会において、有識者等による検
討を行うこととされている。
　そこで、早期に活用策を構築する
必要があると考えることから、この
検討状況や今後の方向性を伺いたい。
教育振興部長　加茂遺跡の活用のあ

り方等については、23年度から加茂遺
跡保存活用構想検討会議で検討して
おり、例えば、環濠（自衛などを目的に
集落の周囲に巡らせた堀）をゾーン分
けし、その特徴を生かした建物の復元
や遊歩道の整備といった方向性が考
えられているが、周辺の宅地化によ
り、まとまった土地の確保が難しい
ことに加え、すでに取得した土地に
ついては、近隣住民の生活と融合さ
せる必要があることから、この検討

には時間を要している。
教育長　現在、2.8ヘ
クタールが国史跡に指
定されているが、市有
地は１ヘクタール未満
であり、今後の指定予
定地を含めると6.2ヘ
クタールにも及ぶこと
から、市民の財産とし
て保全に努めつつ、将
来的な活用を十分に検
討していきたい。 

議員　スポーツは、心身の健康づく
りの原点であり、本市は、スポーツ
振興都市を目指すべきと考えるが、
市の見解を伺いたい。
　また、23年８月には、スポーツ基
本法が施行され、スポーツに関する
施策を推進するため、国や地方公共
団体などの責務が定められているこ
とから、本市の中央北地区内や新名
神高速道路インターチェンジの周辺
といった土地に、野球場や陸上競技
場などのスポーツ施設を建設すべき
と考えるがどうか。
市民生活部長　本市では、身近なと
ころでスポーツができることを目指

し、地域住民が自発・主体的に運営
するスポーツクラブ21に対する支援
などを行っており、今後とも、生涯
スポーツの振興を図るため、環境整
備に努めていきたいと考えている。
中央北整備部長　中央北地区内には、
野球場等を建設できる土地はないが、
整備予定の中央公園は、市民の意見
を得ながら、健康増進やスポーツへ
の参加促進などの役割が果たせるよ
うな公園にしたいと考えている。
都市整備部長　新名神高速道路周辺
におけるスポーツ施設の整備につい
ては、スポーツに限らず、高架下の
利用などを検討する考えである。 

議員　本市の配食サービス事業は、日
常の調理が困難な高齢者などに対し、昼
食の弁当を届けるといったもので、社会
福祉協議会への委託により、実施され
ているが、民間事業者の進出などを要
因として、年々利用者が減少している。
　本市では、高齢化が進んでおり、サ
ービスの必要性が高まっていると考
えることから、利用者の減少に対する
分析に加え、事業の抜本的な見直しを
含めた今後のあり方について伺いたい。
健康福祉部長　民間の配食サービス
事業は、朝夕や土日の配食に加え、
療養食に対応しているほか、食事の

提供が主目的であり、クーラーボッ
クス等の利用から、在宅する必要も
なく、利用しやすいとの意見がある。
　しかしながら、本市の事業は、食
事の提供だけでなく、安否確認とい
った高齢者を見守る役割があること
から、社会福祉協議会にとっても、
福祉のまちづくりの実現に向けた重
要な活動の一つとなっている。
　今後は、各地区で配食を行うボラ
ンティアの意向を聞きながら、高齢
者の見守りや食事提供のあり方につ
いて、社会福祉協議会とともに検討
していきたいと考えている。 

議員　本市では、３歳から５歳の就
学前の人口が減少する中、共働き家
庭の増加などに伴い、長時間保育が
可能な保育園や認定こども園の利用
が増える一方で、公立幼稚園の園児
数は定員の50％の水準となっている。
　また、小学校では、少子化により、
児童数が減少する地域と、市街化の
進展により、児童数が増加する地域
があるため、公立幼稚園と小学校の
配置に対する考えを伺いたい。
教育振興部長　公立幼稚園では、地
域に根差した幼稚園教育の実践など、
機能を充実してきたところである。
　しかし、今後の幼児人口の推移や

保育ニーズの高まりなどを考えると、
適正な集団規模の確保が困難となる
ことが予想される幼稚園もあるため、
保育機能を付加するほか、廃園を含
めた公立幼稚園のあり方を検討する
必要があると考えている。
　また、市全体の児童数は、21年度
をピークに減少傾向が続くと見込ん
でいるが、直ちに小学校の再配置等
を実施する状況ではないため、今後
も児童数の推移を見極めていきたい。 
　なお、学級数の増加が見込まれる
けやき坂小学校については、プレハ
ブ校舎を建設するなど、学習環境に
支障がないよう対応する考えである。 

議員　ごみが野積みされ、放置され
るなどといったごみ屋敷の存在は、
本市では例が少ないものの、近隣住
民に不快感を与えるとともに、異臭
や害虫が発生するほか、火事の恐れ
があるなど、さまざまな問題を引き
起こしている。
　この問題には、居住者が精神疾患
や認知症を患っているほか、経済的
な支援を要する場合があるなど、福
祉分野の対応が求められることも考
えられることから、ごみの撤去費用
に加え、居住者の精神面のケアなど
を支援する条例を制定し、対応する
考えはないか。
市民生活部長　ごみ屋敷問題につい
ては、法的な規制ができないため、
ごみの処分について、居住者の了解
を得る必要があるとともに、居住者
が、認知症や精神面に加え、経済的
な問題を抱えている場合には、地域

包括支援センターといった相談窓口
のほか、生活保護の受給などにつな
ぐ必要があると考えている。
　また、ごみ屋敷となる原因はさま
ざまであり、市として対応を積み重
ねることで、抽出できる課題がある
ものと考えることから、今後、他市
の事例も研究しながら、対応してい
きたい。 

○公契約条例を制定し、労働者を育
成する考えについて（単年度一般
競争入札のあり方を工夫する考
え） 
○「中期財政収支計画」の考え方に
ついて 
○川西都市開発株式会社の経営再
建について 
○「ＰＦＩ事業」について 
○旧ふたば幼稚園の活用方針につ
いて（当面の利用方法はどのよう
に考えているのか、少し将来に渡
る利用方法についてはどうか、少
子高齢化に伴う今後起き得る問
題として市立保育園、幼稚園の建
物利用について川西市独自の考
え方はあるのか） 

○来年度予算における施策の概要
について（市民のくらしを支援す
る財政支出、小規模小売店を支援
する考え、硬直した財政の立て直
しに対する考え） 
○低炭素まちづくり計画の策定方
針について 
○少子化への対応と行財政改革の
考え方について（少子化対策の
対応） 
○スポーツ施設を拡充する考えに
ついて（市民体育館建替え整備方
針（案）の基本的な考え方） 
○空き家・廃家対策に取り組む考え
について（空き家、廃家の現状把握、
苦情や相談、財政的支援、問題解
決のための条例制定） 

○本市の債権回収体制について（滞
納債権の現状と対応・対策、各債
権担当課の債権管理、滞納対策課
の取り組みと機能強化、債権管理
条例に対する見解） 
○「引きこもり」となっている方の
実態把握や支援を行う考えにつ
いて（早急に実態把握をする考え、
相談窓口や専門家とつなぐこと
に取り組む考え、社会参加や就労
支援につながる取り組み、就労に
つなげる場所（居場所・事業所）作
りに取り組む考え、個人の能力や
社会的コミュニケーションを再
構築していくための具体的な場
所をつくること、「引きこもり」を
つくらない取り組み） 

○きんたくんバルに対する市の支
援のあり方について 
○中央北地区整備事業の進捗につ
いて 
○街区公園の施設整備について（遊
具設置計画の進捗状況、今後の整
備方針、「公園施設長寿命化計画」
の詳細） 
○ＡＥＤ【自動体外式除細動器】の
普及状況と促進について（普及状
況、過去３年間における活用状況、
普及促進を図る考え） 
○災害時要援護者支援への取り組
みと課題について（災害時要援護
者の対象範囲、個別計画の策定状
況、災害時要援護者を対象とした
避難訓練、地域への支援対策） 

安田　忠司 

大J　淳正 

住田由之輔 

宮坂満貴子 

福西　　勝 

平岡　　譲 

北野　紀子 

多久和桂子 

鈴木　光義 

黒田　美智 

小山　敏明 

（発言順） 

一
般
質
問
項
目
（
掲
載
分
を
除
く
） 

一般質問 
発言議員 

加茂遺跡集落模型 加茂遺跡集落模型 

スポーツ振興都市を目指せ 
心 身 を 健 や か に  心 身 を 健 や か に  

市営住宅でのペット飼育の現状と 市営住宅でのペット飼育の現状と 
猫飼育のガイドライン策定方針は 猫飼育のガイドライン策定方針は 

配食サービス事業のあり方問う 
食事と安心が届きます 食事と安心が届きます 

保全用地を早期に活用せよ 
市民の財産「加茂遺跡」 市民の財産「加茂遺跡」 

適 正 配 置 の 考 え 方 は  
公立幼稚園・小学校 公立幼稚園・小学校 

心 の ケ ア 
撤去費用支援 条例制定する考えは 

不衛生なだけじゃない“ごみ屋敷” 不衛生なだけじゃない“ごみ屋敷” 環境 
衛生 
環境 
衛生 福祉 福祉 

住宅 住宅 

スポ 
ーツ 
スポ 
ーツ 

教育 教育 

教育 教育 



常任委員会報告 常任委員会報告 常任委員会報告 
4 かわにし市議会だより   190号 

　今期定例会において、請願等を除き常任委員会で審査された議案
は、総務生活委員会8件、厚生委員会2件、建設文教公企委員会5件、
三つの委員会に分割付託された補正予算案1件の計16件です。 
　ここでは、各委員会の審査における質疑などの一部について、そ
の要旨を掲載しています。 

問 

問 
問 

問 

問 

答 

■川西市総合計画基本
構想の策定について 

　本案は、新たなまち

づくりの目標と方向性

を示し、総合的かつ、

計画的な行財政運営を

行うため、平成25年度

からの10年間を期間と

した第５次川西市総合

計画を策定することに

伴い、その基本構想を

定めようとするもので

ある。 
「かわにし　幸せ　ものがた
り」とした新総合計画の名称

に対する市の考え方を伺いたい。 
今後のまちづくりを推進する
には、大きな戦略性が必要で

あると考えており、個別の戦略が体
系的につながるとともに、総合計画
に基づくまちづくりが市民の幸せを
目指す物語となるようなイメージの
表現とし、計画名称を考案したとこ
ろである。 

新総合計画の策定に当たっては、
幅広い意見を反映するため、

地域別懇談会が開催されているが、
この参加者の年齢層に偏りがあり、
市民意見の聴取方法に工夫すべき点
が見られることから、この課題に対
する市の考えを伺いたい。 

本市では、総合計画を構成す
る地域別構想の策定に初めて

取り組んだが、この論議を行う地域
別懇談会の参加者選定に当たっては、
コミュニティ組織の会長にご協力を
いただいたところである。 
　その結果、地域によっては、懇談
会のメンバー構成に偏りがあったこ
とは事実であり、反省点として受け
止めている。 

■川西市市民活動センター及び川西
市男女共同参画センターの指定管
理者の指定について 
　本案は、市民活動センターと男女

共同参画センターの指定管理者とし

て、平成25年４月１日から平成30年３

月31日までの間、特定非営利活動法

人市民事務局かわにしと株式会社ジ

ョイン川西の２法人で構成された１グ

ループを指定しようとするものである。 
指定管理者候補法人については、
公募によって選定されているが、

応募したのは、現在の指定管理者で
ある同グループのみであったことか
ら、他の民間法人も参入できるよう、
管理する施設を分離するなど、業務
内容等を見直し、環境整備を図るべ
きであると考えるがどうか。 

両センターの施設管理の分野
については、特殊性はなく、

候補法人の募集に当たって開催した
説明会には、他の法人関係者も出席
していたところである。 
　しかし、事業運営の分野について
は、市民活動と男女共同参画といっ
た二つの事業に関する能力が必要と
なるため、最終的に、同グループの
みの応募となったと推測していると
ころである。 

問 

答 
答 

答 

答 

答 

■平成24年度川西市一般会計補正
予算（第４回）＜分割付託＞ 
今回の補正では、国からの委
託を受け、幼児期の運動促進

に関する事業を市立幼稚園で実施す
るための経費が予算化されようとし
ているが、この事業の成果を今後の
幼児教育にどのように活用する考え
か伺いたい。 

市立幼稚園では、子どもの自
発的な遊びを通して、社会性

や体力を培っていくことを基本理念
としていることから、事業を実施す
ることで、この理念を検証するとと
もに、小中学生の体力向上のために、
４、５歳児の体力を見直したいと考
えている。 

今回の補正では、国の東日本
大震災復興特別会計に係る交

付金を活用し、小中学校の耐震補強
工事等に要する経費として、22億
9809万9000円が追加されようとして
いるが、工事の詳細を伺いたい。 

追加する耐震化工事は、久代小、
明峰小、陽明小、清和台南小

と川西中学校の５校で実施する予定
としており、トイレ改修等の大規模
改造工事も併せて行うこととしてい
る。 
　また、これらの工事は、平成25年
度に本格化させる考えであり、騒音
等が生じる工事については、夏休み
期間中に実施する予定である。 

■平成24年度川西市中央北地区土
地区画整理事業特別会計補正予算
（第２回） 
中央北地区整備事業では、道
路整備等をＰＦＩ事業で実施

するため、平成25年度からの10年間
の負担行為が設定されようとしてい
るが、事業が長期化することで、後
年度に負担が残り、財政が硬直化す
るといったことが心配されるため、
ＰＦＩ事業の導入に対する市の見解

を伺いたい。 
中央北地区における土地区画
整理事業では、集中的に工事

などが必要になり、財政負担が大き
くなるため、民間の資金等が活用で
きるＰＦＩの手法を導入するもので
ある。 
　なお、債務負担行為の期間は、一
般的には20年間が多いが、長期間と
なると金利の負担が増加することか
ら、10年間としたところである。 

問 

答 

答 

市民活動センター 
男女共同参画センター 

市民活動センター 
男女共同参画センター 

■社会福祉法人に関する事務の委託
について 
　本案は、社会福祉法の改正により、

平成25年４月１日から、社会福祉法

人の設立認可などの事務が県から市

へ移管されるため、法人の指導監督

体制の確実な確保といった観点から、

地方自治法の規定による事務委託制

度を活用し、兵庫県にこの事務を委

託しようとするものである。 
今回の法改正により、社会福
祉法人の指導監督といった権

限が県から市へ移譲されるが、この
目的のほか、移管される事務を県へ
委託する考え方について伺いたい。 

法改正の目的は、住民に身近
な地方公共団体に権限を移譲し、

住民の意思を反映することでサービ
スの向上などを図ろうとするもので
ある。 
　しかし、法改正後も法人が運営す
る事業所や施設の指導監督権限は県
に残ることから、市と県との権限に
おいて「ねじれ現象」ともいえる状
態が生じるため、事務の円滑化を図
ることを目的とし、県にこの事務を

委託しようとするものである。 
　なお、社会福祉法人が運営する施
設等の監督権限が市に移譲された場
合は、市が事務を行う考えである。 

◇　　◇　　◇ 
反対意見　市は、法改正の趣旨に沿
って、移管された事務を担うべきで
あり、その態勢整備を怠っていたと
考えるため、本案には賛成できない。 
■平成24年度川西市一般会計補正
予算（第４回）＜分割付託＞ 
私立美山幼稚園が、幼保連携
型認定こども園に移行するため、

県の安心こども基金を活用し、施設
改修への補助金が予算化されようと
しているが、保育関連施設の適正配
置に対する考え方や、こども部と教
育委員会との連携について伺いたい。 

保育所施設の整備については、
平成26年度までの計画目標を

すでに達成しているものの、入所待
機児童は解消できておらず、その一
方では、定員割れが生じている市立
幼稚園があることから、施設の需要
などを整理し、教育委員会と協議を
重ね、施設の適正配置に努めたい。 

問 

建設文教公企常任委員会 中央北地区ＰＦＩ事業の負担行為補正も 
市立幼稚園児の運動促進研究経費を可決 
 

総務生活常任委員会 
総合計画基本構想の策定を審議 

指定管理者の指定も 市民活動センター  
男女共同参画センター 厚生常任委員会 

社会福祉法人に関する事務の委託で論議 
認定こども園 施設改修補助経費を予算化 

　川西市議会では、本会議や委員会など、すべ
ての会議を公開し、皆さんに傍聴していただい
ています。 
　また、議員と同じ資料を閲覧用に提供するほ
か、ご希望に応じて手話通訳者を配置していま
すので、ぜひ傍聴にお越しください。 
　なお、これらの会議録は、市議会事務局や中
央図書館などのほか、下記の市議会ホームペ
ージでもご覧いただけますので、ご利用ください。 
　次の定例会は、2月21日から開かれる予定です。 
　会議の開催日程などは、市議会事務局
（TEL:740-1255）にお問い合わせいただくか、
市議会ホームページ（http://www.city.kawanishi. 
hyogo.jp/gikai/）をご覧ください。 

この市議会だより1部を発行する経費は約9円、配布する経費は約5円です 古紙再生紙を使用しています 

 
 
 

 
■全員賛成■ 
〈条例の制定〉 

○川西市ＰＦＩ事業者選定委員会設置条例（総
務生活） 

〈条例・規則の一部改正〉 
○川西市事務分掌条例（総務生活） 
○川西市防災会議条例及び川西市災害対策本
部条例（同） 
○川西市火災予防条例（同） 
○川西市議会会議規則 
○証人等の費用弁償に関する条例及び川西市
議会委員会条例 

〈補正予算〉 
○平成24年度川西市一般会計第４回補正（各
委分割付託） 
○平成24年度川西市国民健康保険事業特別会
計第２回補正（厚生） 
○平成24年度川西市農業共済事業特別会計第
１回補正（総務生活） 
○平成24年度川西市中央北地区土地区画整理
事業特別会計第２回補正（建設文教公企） 
○平成24年度川西市水道事業会計第２回補正（同） 
○平成24年度川西市下水道事業会計第２回補
正（同） 
○平成24年度川西市病院事業会計第１回補正（同） 

〈その他〉 
○専決報告　平成24年度川西市一般会計第３
回補正 

○教育委員会委員の選任 
○川西市総合計画基本構想の策定（総務生活） 
○川西市市民活動センター及び川西市男女
共同参画センターの指定管理者の指定
（同） 
○水稲無事もどし金交付（同） 
○市道路線の廃止及び認定（建設文教公企） 

■賛成多数■ 
〈その他〉 

○社会福祉法人に関する事務の委託（厚生） 
――――――――【請　  願】―――――――― 

■不 採 択■ 
○消費税増税に反対する意見書の提出を求め
る請願（総務生活） 

 
【注】（　）は付託された委員会です。 


